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第２報告：湯崎県政の特徴：県民生活から遊離した県政
村上　博
はじめに
・11月28日に２期目の任期満了を迎える→県知事選挙
　現職は3選立候補に前向きとの見方は強い。（中国新聞1月5日）
　県議会内では評価が割れている。
　○最大会派で自民党系の自民議連：
　　　他県との地域間競争が激しさを増す中、発想力や実行力を評価。
●自民党系の自民党議員会：
　　「成果主義で職員が疲弊している。成果も目に見えてこない」と批判を強める。

・県政白書：
1 川后報告：貧困化が進む県民生活
2 村上報告：県民生活から遊離した県政が進められている。

Ⅰ．知事：第1期
０．2009年4月の組織改革
　　地域事務所から５事務所（総務、県税、厚生環境、農林水産、建設）に再編
　　　地域課題を総合的に解決する機能を失った。＝県民生活からの遊離

１．2009年11月に知事に就任
・就任から2年は、不要な事業をあぶりだす事業仕分けを実施
　　事業仕分けは１つの事業が有効かどうかを見るには良い。
　　2009年度に21事業9億3000万円、10年度に80事業11億円を廃止

２．2010年10月：ひろしま未来チャレンジ策定
　　イノベーションを重要な視点として掲げる。
・12年度は政策目標に沿った事業かどうかを見る事業レビューという方法に切り替えた。
　　予算主義から成果主義への転換をさらに促す方法に切り替えた。
・2013年度
　　「捨てる戦略」を主眼に経営資源マネジメント協議を実施。（「強化」書2１3頁）
　　効果があっても優先度の低いものは、思い切ってやめていく姿勢
必要であっても優先度の低いものは、ばっさりやめるという発想。
　←成果を出すにはクリティカルマスを意識し、イノベーションを起こす必要がある。

Ⅱ．知事：第２期
１．2015年10月：ひろしま未来チャレンジビジョン改訂
　　目指す姿：「仕事でチャレンジ！暮らしをエンジョイ！活気あふれる広島県
~仕事も暮らしも。欲張りなライフスタイルの実現~」
　　情勢の変化として第1に取り上げられてるのが人口減少問題
　　４つの政策分野
1 人づくり
　少子化対策
健康福祉局に「子育て・少子化対策課」
　　少子化対策として、婚活イベントと不妊治療費の助成
　　不安定雇用や低収入による経済的問題への対応の不十分さが顕著（「結い」7号、2016年13頁）
2 新たな経済成長
3 安心な暮らしづくり
4 豊かな地域づくり
→４つの政策分野の好循環＝イノベーションにより生産性が高まれば、県民は幸せになる。
生産・供給・企業サイドの視点が中心で、消費・需要・労働者サイドの視点が少ない。

２．「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（2015年10月）
　「チャレンジビジョン」の「取組の方向」を、より具体的に掲げる。
　　少子化の背景としての「不安定雇用や低収入による経済的問題」への対応が不十分
　　　県としてもっと踏み込んだ対応をすべき（県自治労「結い」7号2016年）

３．中期財政運営方針（2016年~2020年）

・2016年の年度初め
　「フィクションを排そう」
　　特に施策を進めていく上で、我々がやっていることが本当に目指している社会的な変化を生んでいるか、それをしっかりと見つめていこう、ということ。
・2016年の部長の夏合宿以来
　　インパクトという概念を導入してきた。この目指すべき社会的変化を生むインパクトがあるかどうか、これを問う、ということ。

４．「県政運営の基本方針2017~広島からの地方創生~」（2016年12月）
１）県政運営の基本姿勢
　　　広島からの地方創生
　　　~共感から行動へ。広島県はあなたの欲張りライフを応援します。
・「欲張りなライフスタイル」：
　　　県民の一人ひとりが、それぞれに抱いている多種多様な希望を、何らかの制約によってあきらめることなく、実現に向けて追求していくことが当たり前にできる
・「欲張りなライフスタイル」の実現に向けて、３つの視点を広島県独自の強みとする：
①「イノベーション」、②「ファミリー・フレンドリー」、③｢都市と自然の近接性｣
2016年：「目指す姿」への県民の「共感」の獲得＝上からの政策提起
2017年：希望の実現に向けて主体的に挑戦する「行動の変容」を促していく。
・2017年度：
　　持続的に取り組んできたイノベーションの創出に向けた取組を更に強化
　　生産性の向上による所得の向上と長時間労働の軽減に取り組む。
　　
２）政策の基本方向
(1)新たな経済成長~イノベーションの躍動
　　イノベーションを通じて競争力を高め、強い経済をつくる
イノベーションに対する「熱」（情熱・挑戦・希望・憧れ）を増幅、更なるイノベーションの構築、イノベーションに関わる人材の育成・集積の取組みを重点的に進める
　　経済成長を支える柱となる産業の１つである観光・農林水産業の競争力強化の取組み
　　産業振興と雇用創出、交流人口の拡大

(2)ひとづくり~「欲張りなライフスタイル」実践の後押し
　　2016年2月：「広島県　教育に関する大綱」を策定
　　　本県が更なる成長や持続的な発展を遂げて行くことができるよう
　　グローバルリーダー育成校の2019年4月開校にむけた準備

(3)安心な暮らしづくり~「欲張りなライフスタイル」を支える基盤
・信頼される医療・介護提供体制の構築
　　2016年3月に策定した「広島県地域医療構想」の実現
　　　医療機能の分化連携の推進と医療機関間の情報共有のさらなる促進
　　　地域包括ケアシステムの県内全125日常生活圏域における構築と介護サービス基盤や介護サービスの質の向上
　　　医師・看護職員を始めとする医療人材と介護福祉士等の福祉・介護人材の継続的な確保と育成の促進
・がん対策日本一に向けた取組
　　がん対策推進条例
　　「Teamがん対策ひろしま」を中心とした治療と職業生活の両立支援
・健康医療情報等を活用した健康づくりの推進
　　レセプト情報等を活用した効果的な疾病予防や重症化予防の取組の加速化

(4)豊かな地域づくり~「欲張りなライフスタイル」を楽しむ機会の創出
・中山間地域の地域力強化
　　「ひろしま　さとやま未来博2017」
　　　　多様な人材の交流とネットワークづくりを加速するための起爆剤となる県民参加型のプロジェクト
・多様な人材が集まる魅力ある地域環境の創出
　　本県が持続的に発展するためには、中国地方最大の集積地である広島都市圏の中枢拠点性を、引き続き高めて行く必要がある。
「都心活性化プラン」の策定
　　　　概ね30年後を見据えた将来像や取組の方向性などを描く
・瀬戸内　海の道構想の推進

(5)災害に強いまちづくり
　　「社会資本未来プラン」の基本方針に沿った事業別整備計画等に基づく計画的な防災施設の整備などのハード対策の推進
　　土砂災害警戒区域等の指定を始めとしたソフト対策の充実
　　既存インフラの機能保全のための適切な維持管理の実施
　　市町の防災体制の充実強化を図るための各種訓練の支援
　　｢広島県『みんなで減災』県民総ぐるみ運動｣の展開

(6)広島の価値の共鳴・共振
・国際平和拠点ひろしまの形成
　　海外研究機関との連携による、核兵器廃絶に向けた課題解決の方策検討
　　国際平和人材育成プログラムの充実
　　事業推進主体としての新たなセンター機能の整備について調査・検討
・「ひろしま」ブランド価値向上の推進
　ひろしまブランドの４つのコンセプト（①「自然と都市が融和した暮らし」②「平和への希望が集う場所」③「内海と山々が織りなす食文化」④｢創造性あふれる次世代産業｣）

３）施策の実行を支える基盤
(1)予算編成方針
　・経営資源の最適配分に向けた取組
　・将来にわたって必要な経営資源を確保していくための取組
　　人権費の適正管理による経常的経費の削減、県税の徴収強化など
· 税の共同徴収（県・市町の連携の取組み）
1 併任徴収：県職員が市町職員を併任し、個人市町村民税・県民税の徴収を共同実施
②直接徴収：高額または困難な滞納案件を県に移管。当該市町職員も県で受け入れ、県が実施する滞納整理に県職員の身分で従事
(2)行政経営方針
　　「行政経営の方針」（2016~2020）に基づき、「日本一強い県庁」の実現を目指す。
　　「広島県職員の行動理念」
　　県から市町への移譲事務について、2016年度に試行的に実施している取組み
（県及びノウハウを有する市による立入検査の同行支援など）
２０１６年度から実施したストレスチェック制度により職員の心の不調の未然防止
メリハリのついた資源配分

４．2017年新年の「年頭の詞」
　　我々が目指している「卓越」
　　本質的に求められるべきことは、望ましい社会的な変化、インパクト。
　　例：観光産業、アメリカ現職大統領オバマの広島訪問
　　やっている日々の地道な業務と大きなインパクトを結びつけていく。←常にPDCAを回していく。インパクト、細部、この両方が大事をしっかり意識する。
　　今年の県庁の新しいスローガン：
「仕事でチャレンジ、仕事をエンジョイ、もちろん暮らしもね。」
→NPM（ニュー・パブリック・マネージメント）改革
・企業も行政も組織運営の方法は同じだ。組織運営の基本は民間も行政も同じだ。
（日経グローカル194号、2012年23頁）。
・広島県マネジメント研究会編『しごとの「強化」書』ぎょうせい、2016年8月
　　“成果志向の行政経営”（はじめに）
　　　　県行政の運営に民間企業の経営手法を導入（3頁）
　　　　民間企業の経営戦略は行政活動の選択と集中、優先化、重点化に大変役立つ(13頁)
　　　　ビジネス用に開発された経営戦略やマーケティング戦略に係るフレームワークを応用することが有用である。（60頁）

Ⅲ．中国新聞（2016年12月29日）
・観光産業の分野
せとうちDMOが2016年4月に発足
　　県庁を拠点として、瀬戸内海の観光振興を目指す官民組織
　　出資による財政支援、利用者特性に応じたマーケティングの2本柱で観光産業の活性化に取り組む。2009年頃打ち出した「瀬戸内海・海の道構想」の具体化だ。
　　年間観光客数5,500万人→7,000万人
・人材育成の分野
　　中高一貫のグローバルリーダー育成校（GL校）の開校に向けた動きが本格化
　　建設費42億円を投じる大型プロジェクト。
　　２月に基本構想をまとめ、5月に大崎上島町への設置が決まる。10月に設計案を発表
・広島空港の民営化方針、県営広島西飛行場跡地の活用方針
・5年ぶりに2015年改定した県総合計画を反映。仕事と暮らしの両方を充実させる「欲張りライフ」を新たなライフスタイルとして打ち出し、県民への浸透を図っている。
・12月20日に発表した県政運営の基本方針には、キーワードとして「行動」を盛り込んだ。
・来年度当初予算の編成が2期目の集大成

Ⅳ．事業
・2010年
　　10年後の未来を展望して「ひろしま未来チャレンジビジョン」を策定
・2016年から〔ひろしま未来〕チャレンジビジョンの改定（出前講座で勉強済み）
　◎新たに｢目指す姿｣を設定
　　　｢仕事でチャレンジ！暮らしをエンジョイ！活気あふれる広島県~仕事も暮らしも。欲張りなライフスタイルの実現~｣
　◎目指す姿の実現に向けて、４つの政策分野の好循環をより一層推進するため、
　　①人づくり
　　　多様な人材の育成や集積などあらゆる分野の基礎となる≪人づくり≫
　　　　少子化対策
　　　　女性の活躍
　　　　働き方改革
　　　　人の集まりと定着
　　　　多様な主体の社会参画
　　②新たな経済成長
　　　イノベーションを持続的に創出し、雇用や所得を生み出す≪新たな経済成長≫
　　　　産業イノベーション
　　　　農林水産業
　　　　観光
　　　　交流・連携基盤
　　③安心な暮らしづくり
　　　暮らしに直結した生活基盤を支える≪安心な暮らしづくり≫
　　　　医療・介護
　　　　健康
　　　　福祉
　　　　環境
　　　　防災・減災
　　　　消費生活
　　　　治安
　　④豊かな地域づくり
　　　個性や資源を生かした≪豊かな地域づくり≫
　　　　魅力ある地域環境
　　　　瀬戸内
　　　　中山間地域
　　　　平和貢献
３つの視点を掲げる
　　①イノベーション
　　②ファミリー・フレンドリー
　　③都市と自然の近接ライフ



